
ゆうすい 議会だより

9 月 定 例 会   

平成29年11月15日発行   第52号

主な内容
平成29年度補正予算‥Ｐ２～
議決事項 ‥‥‥‥‥‥Ｐ４
平成28年度決算審査‥Ｐ５～
一般質問 ‥‥‥‥‥‥Ｐ８～
地域便り ‥‥‥‥‥‥Ｐ１６

『日本一の牛飼い』
　前田格男氏（鶴丸地区）が牛飼いの夢であ
る全国和牛能力共進会で，見事日本一に輝き
ました。
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平成29年 第３回定例会

　第 3回定例会は９月６日に招集され，１０月１２日までの３７日間の会期で開催されまし
た。
　本定例会では，町土地開発公社の経営状況，町健全化判断比率及び町水道事業会計資金不
足比率の報告のほか，一般会計，特別会計及び水道事業会計の補正予算等の議案並びに，追
加議案として，財産の無償譲渡及び一般会計補正予算等が提案され，それぞれ可決しており
ます。また，平成２８年度の各会計の決算については，それぞれ認定しました。
　一般質問では，議員７名が１４項目について質問しました。

一般会計補正予算
１億３６５１万７千円可決

総額６８億９５０８万６千円に

「大河ドラマ西郷（せご）どん」
に関連する本町ゆかりの西郷
隆盛関連施設を紹介する看板
作成委託料

904万円

稲葉崎地内の県営県単治山事
業実施に伴う負担金

125万円 2,505万円
稲葉崎地区飼料生産組合及び
上場地区飼料生産組合が行う
機械導入に対する補助金

看板作成委託料 県営県単治山
事業負担金

降灰地域飼料
作物確保対策
事業補助金
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水道管布設及び布設替工事に
伴う増額

国庫補助金の減額決定に伴う
町単独で行う道路工事費の増
額

1,530万円

4,772万円

町消防団轟分団詰所新築及び
周辺整備に伴う工事費

町道轟橋線の路肩及び防護柵
等の改修を行う工事費

4,199万円

1,300万円

消火活動時に土砂崩落が発生
し，その原型復旧を行うため
の補償工事費

落石に伴い通行不能である町
道城下川添線の早急な復旧の
ための調査・測量設計等委託
料

150万円

550万円

給配水管等
整備事業費

土地区画整理事業
道路等工事費

消防団拠点施設等
整備工事費

町道等整備工事費

既設構造物等
原型復旧補償費

調査・測量
設計等委託料

鶴丸城御楼門建設に向けて，
ケヤキを無償譲渡することを
可決
　県指定史跡である鶴丸城跡に明治
６年の火災により焼失した御楼門を
建設することを目的として設立され
た鶴丸城御桜門建設協議会へ，御楼
門復元の一助として町有林に生息す
るケヤキ１５本を無償譲渡するもの
です。
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こんなことが決まりました
議　　　　案 提　　案　　理　　由　　等 結 果

報 告 第 ２ 号 湧水町土地開発公社の経営状況
の報告について

地方自治法第２４３条の３第２項の規定により湧水町土地開
発公社の経営状況について報告するもの。 報告

報 告 第 ３ 号 平成２８年度湧水町健全化判断
比率の報告について

地方公共団体の財政の健全化に関する法律第３条第１項の規
定に基づく平成２８年度湧水町健全化判断比率の４指標を報
告するもの

報告

報 告 第 ４ 号 平成２８年度湧水町水道事業会
計資金不足比率の報告について

地方公共団体の財政の健全化に関する法律第２２条第１項の
規定に基づく，平成２８年度湧水町水道事業会計資金不足比
率を報告するもの。

報告

認 定 第 １ 号 平成２８年度湧水町一般会計歳
入歳出決算の認定について

地方自治法第２３３条第３項の規定により，平成２８年度一
般会計歳入歳出決算について，議会の認定に付するもの。 認定

認 定 第 ２ 号
平成２８年度湧水町国民健康保
険事業特別会計歳入歳出決算の
認定について

地方自治法第２３３条第３項の規定により，平成２８年度国
民保険事業特別会計歳入歳出決算について，議会の認定に付
するもの。

認定

認 定 第 ３ 号
平成２８年度湧水町介護保険事
業特別会計歳入歳出決算の認定
について

地方自治法第２３３条第３項の規定により，平成２８年度介
護保険事業特別会計歳入歳出決算について，議会の認定に付
するもの。

認定

認 定 第 ４ 号
平成２８年度湧水町後期高齢者
医療事業特別会計歳入歳出決算
の認定について

地方自治法第２３３条第３項の規定により，平成２８年度後
期高齢者医療事業特別会計歳入歳出決算について，議会の認
定に付するもの。

認定

認 定 第 ５ 号 平成２８年度湧水町水道事業会
計歳入歳出決算の認定について

地方公営企業法第３０条第４項の規定により，平成２８年度
水道事業会計歳入歳出決算について，議会の認定に付するも
の。

認定

議 案 第 ３ ２ 号 湧水町過疎地域自立促進計画の
変更について

平成２８年度から平成３２年度までの過疎地域自立促進計画
の一部を変更したいため，過疎地域自立促進特別措置法第６
条第７項の規定により，議会の議決を求めるもの。

原案
可決

議 案 第 ３ ３ 号
湧水町特定教育・保育施設及び
特定地域型保育事業の運営に関
する基準を定める条例の一部を
改正する条例の制定について

特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する
基準及び子ども・子育て支援法施行規則の一部を改正する内
閣府令が公布され，受給資格等の確認に関する条項が改正さ
れたことに伴い，所要の改正をしようとするもの。

原案
可決

議 案 第 ３ ４ 号 平成２９年度湧水町一般会計補
正予算（第４号）

歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ９１，８５１千円を
追加し，歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ６，８５０，
４２０千円とするもの。 

原案
可決

議 案 第 ３ ５ 号
平成２９年度湧水町国民健康保
険事業特別会計補正予算（第２
号）

歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ１０６千円を追加し
歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ１，７５７，８４０千
円とするもの。

原案
可決

議 案 第 ３ ６ 号 平成２９年度湧水町介護保険事
業特別会計補正予算（第２号）

歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ１，５０８千円を追
加し，歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ１，４０９，８
８３千円とするもの。

原案
可決

議 案 第 ３ ７ 号 平成２９年度湧水町水道事業会
計補正予算（第１号）

町道水道管の布設，布設替え工事に伴う増額と，配水流量調査
用機器の購入が主なもの。

原案
可決

議 案 第 ３ ８ 号 財産の無償譲渡について
県指定史跡である鶴丸城跡の御楼門復元の一助として 町有
林のケヤキ１５本を無償譲渡することについて，地方自治法
第９６条第１項第６号の規定により 議会の議決を求めるも
の。

原案
可決

議 案 第 ３ ９ 号 平成２９年度湧水町一般会計補
正予算（第５号）

 歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ１０，３３５千円  
を追加し歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ６，８６０，
７５５千円とするもの。

原案
可決

議 案 第 ４ ０ 号 平成２９年度湧水町一般会計補
正予算（第６号）

歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ２８，６３２千円を
追加し歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ６，８８９，３
８７千円とするもの。

原案
可決

議 案 第 ４ １ 号
公用車運転中の事故に係る和解
及び損害賠償の額を定めること
について

公用車運転中の事故に関し，和解を成立させ，損害賠償の額を
定めることについて，地方自治法第９６条第１項第１２号及
び第１３号の規定により，議会の議決を求めるもの。

原案
可決

議 案 第 ４ ２ 号 平成２９年度湧水町一般会計補
正予算（第７号）

歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ５，６９９千円を追
加し，歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ６，８９５，０
８６千円とするもの。

原案
可決
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〈総括意見〉
　平成 28年度一般会計，各特別会計及び水道事業会計における決算については，以
下の総括意見を付して認定しました。
○ソフトウエア※

1 関連の経費の削減を求める。
○主要成果の説明書作成に当たって，具体的かつ定量的に作成することを求める。
○公共用地の未登記について，早期事務処理を求める。
○公共用地の買収価格について，極端に高い箇所が見られたので，相応な価格での
買収を求める。

○財政の厳しい中，スクラップアンドビルド※
2 を重要視する。

※ 1 ソフトウエア…コンピューターシステムに関係するプログラム。システムの運用に関する
文書化された情報を含めることもある。（三省堂大辞林より引用）

※ 2 スクラップアンド ビルド…（工場設備や組織などで）採算や効率の悪い部門を整理し，新
たな部門を設けること。（三省堂大辞林より引用）

単位：円

一般会計
特別会計

国民健康保険 介護保険 後期高齢者

歳入総額 7,288,157,852 1,748,081,865 1,391,898,992 140,049,372

歳出総額 6,993,292,860 1,712,216,557 1,357,758,374 139,975,972

差引額 294,864,992 35,865,308 31,140,618 73,400

翌年度に繰り
越すべき財源 67,899,000 0 0 0

実質収支額 226,965,992 35,865,308 34,140,618 73,400

単位：円

水道事業

収益的
計

資本的
計

収入 支出 収入 支出

244,344,510 181,245,516 63,098,994 281,736,800 438,837,046 △ 157,100,246

※資本的収入額が資本的支出額に不足する額157,100,246円は，過年度分損益勘定留保資金で補てん。
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交通対策事業

吉松駅周辺まちづくり推進事業

敬老祝い金支給事業

青年就農給付金事業

事業費　2,053万円

事業費　1,049万円

事業費　1,731万円

事業費　750万円

内　容

内　容

内　容

内　容

質　疑

質　疑

質　疑

質　疑

回　答

回　答

回　答

回　答

公共交通機関の利用促進により路線の確保・存続のため，各種協議会を通じて活動を
行う。また，町民の生活維持・観光客の利便性の確保のためふるさとバスを運行する。

吉松駅周辺のまちづくりを推進するため，平成２７年度に策定した『吉松駅周辺まち
づくり推進基本計画』に基づき，地域の意見を踏まえた事業の推進を行う。

敬老の日に８０歳以上の高齢者に対し，敬老祝い金を支給する。

経営が不安定な就農後の生活を維持するため給付金を支給し，青年の就農意欲の喚起
と就農後の定着を図り，将来の地域農業を支える人材を確保することを目的とする。

観光客のバス利用が増えたことや，ダイヤ改正による町
内の商業施設への運行によるものと思われます。ふるさ
とバスの運行については課題が山積していますが，外国
人やイベント時の利用者が見込まれる観光ルートは存続
させたいので，今後，デマンドバス※との組み合わせが出
来ないか，模索をしているところです。

※デマンドバス…利用者の要望に応じ，運行ルート・時間・乗降場所などを対応させる仕組みのバス。
（三省堂大辞林より引用）

取得した用地の活用については，住民の要望を聞きなが
ら計画したいと考えています。具体的な事業については，
県，ＪＲとも協議しながら進めていきたい。

近隣市町と類似町村の状況について調査した結果，全ての対象者に支給している自治
体は少なく，今後，検討したいと思います。

現在，就農に関する本町独自の支援策はありません。今後，就農支援策を検討して参
りたい。

決算　主要事業

ふるさとバスの利用者が増えた要因について

吉松駅周辺まちづくり推進事業に関する具体的な事業及び取得した土地の利用計画に
ついて

敬老祝金の削減について

青年就農給付金事業に関する町の施策について
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平成28年度
観光施設維持管理運営事業

学校給食管理事業

元職員横領事件対策事業

吉松簡易水道統合整備事業

事業費　2,156万円

事業費　2,682万円

事業費　157万円

事業費　2億9909万円

内　容

内　容

内　容

内　容

質　疑

質　疑

質　疑

質　疑

回　答

回　答

回　答

回　答

商工観光課が管理する観光施設等の維持管理を行なう。

学校給食の充実及び安全・衛生面に配慮しながら栄養のバランスがとれた給食を提供
し，体位の向上と健康増進はもとより，食事を通じて豊かな心の育成を図る。

元会計職員の公金横領による弁償金を繰出して繰越金へ充当するもの。

水源地築造工事，送配水管敷設工事，電気計装設備工事

過去に，ふれあい農園，グランドゴルフ場として利用し
て参りましたが，いずれも浸透しなかった経緯がありま
す。今後，この施設については，更なる利活用が図れる
よう検討する必要があると思われます。

平成２１年度約６，４００kg だったものが平成２８年度
は，約３，８００kg と減少しています。各学校とも情報を
共有しながら，今後，さらに残食を減少させることに努
力して参ります。

判決が確定し，現在本人はどこかの刑務所に収容されておりますが，接見出来ない状
況であります。接見出来る時期が来たら，返済について要求して参ります。さらに，
本人の社会復帰後も完済するまで返済させます。

中津川の水系は，町の北部エリアを配水する計画です。
南部エリアについては，既存の川添の水源を配水します。
この２本で安定的な水の確保ができるものと考えていま
す。

大原公園の将来構想について

給食の残食について

公金横領事件の今後の対策等について

吉松簡易水道統合整備に伴う，吉松地域全体の配水計画
について
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町政を問う 7人が質問
◆一般質問目次◆

一 般 質 問

ここが知りたい !!
 　ここが聞きたい !!

中村  和博議員

１．栗野工業高校跡地活用
について

２．県道102号線県境付近狭
隘部の解消について

P9
成政  晃議員

１．学童クラブについて
２．交通安全について
３．防災対策について

P13

吉永  義和議員

１．新生児聴覚検査の公費助
成について

２．町単独補助事業について
３．臨時職員の賃金見直しに
ついて

P10
橋元  義嗣議員

１．農業の発展について

P14

境田  公明議員

１．ふるさとバス事業につ
いて

２．公金横領事件について

P11
植林  伸洋議員

１．地方創生プレミアム商
品券事業について

２．コンプライアンス委員
会の設置について

P15

小川  忍議員

１．幸田小学校校庭西側の
山林崩壊対策について

P12



議会だより　ゆうすい　No.529

一 般 質 問

栗
野
工
業
高
校

跡
地
活
用
に
関
す

る
こ
れ
ま
で
の
経
緯
と
、
そ
れ

ら
が
実
現
に
至
ら
な
か
っ
た
原

因
等
に
つ
い
て
伺
う
。

本
跡
地
に
つ
い

て
は
現
在
ま
で

十
五
件
の
問
い
合
わ
せ
が
あ
り

ま
し
た
が
、
施
設
の
一
部
の
み

の
利
用
あ
る
い
は
雇
用
が
少
な

い
こ
と
な
ど
か
ら
貸
付
に
至
っ

て
お
り
ま
せ
ん
。

現
在
検
討
中
の

活
用
策
に
つ
い
て

伺
う
。

教
育
関
係
で
障

が
い
者
の
教
育
施

設
、
一
次
産
業
と
し
て
馬
の

余
生
を
世
話
す
る
施
設
、
そ
し

て
大
型
の
製
造
業
の
三
つ
を
検

討
中
で
す
。
い
ず
れ
に
し
て
も

建
屋
の
耐
震
性
確
保
が
課
題
で

す
。

誘
致
企
業
に
は

当
然
安
定
し
た
雇

用
と
税
収
等
に
よ
る
貢
献
が

期
待
さ
れ
る
の
で
当
該
企
業
の

将
来
性
を
十
分
見
定
め
る
必
要

が
あ
り
ま
す
が
町
長
の
見
解
は　

ま
た
、
こ
れ
ま
で
使
用
し
て
い

な
い
施
設
の
復
旧
に
必
要
な
費

用
負
担
に
町
財
政
が
対
応
で
き

る
の
か
併
せ
て
伺
う
。

将
来
性
が
あ
る

し
っ
か
り
し
た
企

業
を
誘
致
し
た
い
。
ま
た
、
地

方
交
付
税
も
、
こ
こ
三
年
で

約
三
億
円
の
減
額
に
な
っ
て
お

り
、
新
た
な
財
政
負
担
は
困
難

で
す
が
必
要
な
時
に
は
基
金
を

使
い
ま
す
。
他
の
市
町
村
も
わ

が
町
と
同
様
に
歳
入
減
少
に
苦

慮
し
て
い
ま
す
。吉

松
地
域
中
津

川
の
旧
ダ
ッ
ト
工

場
跡
地
へ
の
企
業
誘
致
の
現
状

に
つ
い
て
伺
う
。土

地
の
評
価
等

が
終
了
後
な
る
べ

く
早
期
に
ダ
ッ
ト
本
社
を
訪
問

し
て
活
用
策
を
説
明
、
了
承
を

得
る
予
定
で
す
。
近
い
う
ち
に

企
業
誘
致
が
実
現
す
る
も
の
と

考
え
て
い
ま
す
。

県
道
一
〇
二
号

線
県
境
付
近
狭
隘

部
に
関
す
る
こ
れ
ま
で
の
経
緯

と
解
消
に
至
ら
な
か
っ
た
原
因

に
つ
い
て
伺
う
。平

成
十
七
年
二

月
に
土
地
売
買
契

約
を
締
結
し
た
が
、
そ
の
直
後

買
収
面
積
や
竹
木
の
伐
採
等
に

つ
い
て
納
得
さ
れ
ず
契
約
解
除

と
な
っ
て
い
ま
す
。
以
後
、
県

関
係
者
や
町
が
訪
問
し
て
い
ま

す
が
受
け
付
け
て
も
ら
え
ず
、

未
だ
用
地
取
得
が
で
き
て
い
ま

せ
ん
。

県
道
一
〇
二
号

線
は
災
害
時
国
道
二
六
八
号
線

の
代
替
道
路
と
し
て
吉
松
地
域

に
と
っ
て
極
め
て
重
要
な
道
路

で
す
。
県
に
対
す
る
狭
隘
部
解

消
の
働
き
か
け
を
強
め
る
と
と

も
に
町
長
自
ら
当
該
地
権
者
に

対
し
、
協
力
要
請
に
行
く
考
え

は
な
い
か
伺
う
。

県
道
一
〇
二
号

線
が
吉
松
地
域
の
災
害
時
に
国

道
二
六
八
号
線
の
代
替
道
路
と

な
る
極
め
て
重
要
な
道
路
で
あ

る
こ
と
は
十
分
承
知
し
て
い
ま

す
。
今
ま
で
の
経
緯
を
踏
ま
え

県
と
協
議
を
し
な
が
ら
地
権
者

の
方
と
接
見
し
、
用
地
取
得
の

同
意
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
と
考
え
ま
す
。

中村　和博 議員
栗野工業高校跡地の活用策は

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

問

問

問

問問

問

三つの誘致案を検討中である町
長

県
道
一
〇
二
号
線
（
木
場
～
吉
松
～
え
び
の
線
）

県
境
付
近
狭
隘
部
の
解
消
に
つ
い
て

地
権
者
に
接
見
し
協
力
要
請
を
し
た
い
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新
生
児
の
聴
覚

検
査
は
、
生
ま
れ

た
時
か
ら
耳
が
聞
こ
え
に
く
い

赤
ち
ゃ
ん
を
発
見
す
る
た
め
の

検
査
で
国
は
全
国
の
市
町
村
に

対
し
て
原
則
と
し
て
3
日
以
内

の
す
べ
て
の
赤
ち
ゃ
ん
を
対
象

に
実
施
す
る
よ
う
に
求
め
て
お

り
ま
す
。
聴
覚
障
害
の
早
期
発

見
・
早
期
支
援
の
た
め
公
費
助

成
す
る
考
え
は
な
い
か
町
長
に

伺
う
。

平
成
30
年
度
か

ら
予
算
化
し
て
、

助
成
額
は
、
上
限
を
決
め
ず
最

大
限
の
支
援
を
し
ま
す
。
さ
ら

に
精
密
検
査
ま
で
の
公
費
助
成

を
検
討
し
、
保
護
者
の
経
済
的

負
担
の
軽
減
を
図
り
ま
す
。

28
年
度
事
業
件

数
と
総
額
に
つ
い

て
伺
う
。

補
助
事
業
件
数

は
、
１
１
６
件
で

補
助
金
総
額
５
６
９
，
４
２
９

千
円
で
あ
り
ま
す
。

交
付
先
の
公
表

の
考
え
に
つ
い
て

伺
う
。

情
報
開
示
の
請

求
等
が
あ
っ
た
場

合
は
、
関
係
条
例
等
に
基
づ

き
対
応
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す　

な
お
、
補
助
金
の
施
策
と
し
て

の
公
表
に
つ
い
て
は
、
広
報
等

を
活
用
し
周
知
に
努
め
て
い
ま

す
。

補
助
金
等
検
討

審
議
会
の
設
置
に

つ
い
て
伺
う
。既

存
事
業
の
見

直
し
は
必
要
で
補

助
金
等
に
つ
い
て
も
そ
の
対
象

と
考
え
て
い
ま
す
。

見
直
し
す
る
た
め
に
は
、
そ

れ
を
行
う
体
制
が
必
要
と
考
え

て
お
り
ま
す
が
、
補
助
金
等
だ

け
に
特
化
し
た
も
の
で
な
く
、

既
存
事
業
全
体
を
対
象
と
す
る

体
制
を
検
討
し
て
い
き
た
い
と

考
え
ま
す
。

29
年
度
の
最
低

賃
金
導
入
の
時
期

及
び
金
額
に
つ
い
て
伺
う
。

最
低
賃
金
は
、

現
行
の
時
給
７
１

５
円
か
ら
２
２
円
増
の
７
３
７

円
と
な
る
と
、
日
額
５
，
８
０

０
円
な
り
、
10
月
１
日
か
ら
決

定
と
な
る
こ
と
が
現
段
階
で
は

県
労
働
局
長
か
ら
通
知
が
あ
り

ま
せ
ん
が
導
入
す
る
考
え
で
あ

り
ま
す
。

生
活
道
路
の
維

持
管
理
は
、
自
治

会
員
の
高
齢
化
等
に
よ
り
維
持

管
理
作
業
等
が
困
難
に
な
り
自

治
会
だ
け
で
は
維
持
で
き
な
い　

今
後
は
道
路
建
設
作
業
班
員
の

存
在
が
大
き
く
な
っ
て
く
る
と

思
う
が
、
そ
こ
で
、
賃
金
の
見

直
し
に
よ
り
道
路
建
設
作
業
班

員
を
拡
充
す
る
考
え
は
な
い
か　

道
路
建
設
作
業

班
員
及
び
賃
金
の

拡
充
に
つ
い
て
は
、
現
在
の
作

業
内
容
等
を
精
査
し
な
が
ら
検

討
し
て
い
き
た
い
。

道
路
建
設
作
業

班
員
の
免
許
資
格

所
持
者
へ
の
優
遇
措
置
に
つ
い

て

作
業
内
容
等
を

勘
案
し
て
検
討
し

て
い
き
た
い
。

吉永　義和 議員
新生児聴覚検査の公費助成ついて

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

問

問

問

問

問

問問

30 年度から予算化をし，さらに
精密検査までの公費助成を検討

町
長

臨
時
職
員
の
賃
金
見
直
し
に
つ
い
て

町
単
独
補
助
事
業
に
つ
い
て

見
直
し
は
必
要
で
既
存
事
業
全
体
を
対
象
と
す
る
体
制

を
検
討
し
て
い
き
た
い

新生児聴覚検査
早期発見・早期支援で
赤ちゃんの言語の発達
を助けることができま
す。

道路建設作業班員の
拡充を
自治会員の高齢化により生活
道路の維持管理が困難になっ
てきており今後は道路作業班
の存在が大きくなってくる。
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こ
の
事
業
は
前

町
長
時
代
に
福
祉

目
的
で
導
入
さ
れ
ま
し
た
が
、

事
業
の
目
的
で
あ
る
福
祉
バ
ス

の
位
置
づ
け
を
残
し
つ
つ
、
利

便
性
の
向
上
、
経
費
節
減
対
策

を
考
え
て
デ
マ
ン
ド
方
式
や
ワ

ン
コ
イ
ン
（
５
０
０
円
）
タ
ク

シ
ー
な
ど
考
え
ら
れ
な
い
か
伺

う
。

デ
マ
ン
ド
方
式

等
に
つ
い
て
は
、

経
費
節
減
に
効
果
が
あ
る
と
思

わ
れ
ま
す
が
、
反
面
前
日
ま
で

に
申
し
込
み
を
す
る
必
要
が
あ

り
、
利
用
者
に
と
っ
て
は
予
約

の
手
間
が
増
え
る
こ
と
定
時
の

運
行
で
は
な
い
、
予
約
が
な
い

と
乗
車
で
き
な
い
、
と
い
う
不

便
性
が
あ
り
ま
す
。
一
方
、
町

内
巡
回
バ
ス
は
園
児
や
小
中
学

生
の
通
園
通
学
や
、
交
通
手
段

の
な
い
高
齢
者
等
の
外
出
促
進

観
光
等
で
来
町
さ
れ
た
方
の
交

通
手
段
な
ど
そ
の
要
素
は
多
分

に
あ
り
ま
す
。ふ

る
さ
と
バ
ス

の
補
助
金
返
納
を

し
な
く
て
よ
い
期
間
は
い
つ
ま

で
か
伺
う
。

平
成
22
年
と
23

年
2
つ
の
交
付
金

で
実
施
し
て
お
り
ま
す
。
補
助

金
適
化
法
は
10
年
間
で
す
の
で

平
成
33
年
に
な
り
ま
す
。

32
年
度
に
向
け

て
デ
マ
ン
ド
方
式

等
に
変
更
す
る
考
え
が
な
い
か

ま
た
、
年
間
運
賃
収
入
も
約
１

０
０
万
円
程
度
で
す
の
で
、
無

料
で
乗
車
で
き
る
よ
う
考
え
ら

れ
な
い
か
伺
う
。補

助
金
の
関
係

も
あ
り
ま
す
が
、

制
度
上
で
き
な
い
こ
と
で
は
な

い
が
、
そ
の
よ
う
な
声
が
上

が
っ
て
く
れ
ば
協
議
会
で
検
討

し
て
い
き
た
い
。
任
期
中
に
は

方
向
性
を
見
出
し
て
い
き
た
い

4
年
の
禁
固
刑

が
確
定
し
、
今
後

の
横
領
金
の
回
収
に
つ
い
て
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
伺

う
。

本
人
か
ら
の
返

済
は
望
め
ま
せ
ん
。

今
回
の
裁
判
の
中
で
父
親
が
返

済
に
つ
い
て
は
今
後
も
完
済
す

る
ま
で
払
っ
て
い
く
。
本
人
が

復
帰
し
た
ら
一
緒
に
な
っ
て
返

し
て
い
く
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た

今
後
も
毎
月
接
見
を
繰
り
返
し

な
が
ら
返
済
に
協
力
す
る
よ
う

求
め
続
け
て
い
き
ま
す
。

回
収
が
長
期
的

に
な
る
と
予
想
す

る
が
、
関
係
す
る
職
員
の
引
継

ぎ
体
制
等
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
か
伺
う
。今

回
の
事
件
の

経
過
を
記
録
し
た

関
係
簿
冊
、
刑
事
告
訴
に
関
す

る
簿
冊
、
本
人
等
と
の
接
見
記

録
な
ど
、
す
べ
て
を
記
載
し
決

裁
を
得
た
事
務
引
き
継
ぎ
書
に

よ
り
引
き
継
ぐ
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
今
回
の
一
連
の

事
件
の
内
容
等
に
つ
い
て
、
今

年
度
の
職
員
研
修
に
お
い
て
全

員
に
共
通
理
解
を
さ
せ
ま
す
。

会
計
課
長
が
替

わ
っ
て
も
回
収
の

体
制
が
で
き
て
い
る
の
か
伺
う

必
ず
全
額
回
収

す
る
つ
も
り
で
、

職
員
が
替
わ
っ
て
も
し
っ
か
り

と
指
示
を
し
て
い
き
ま
す
。

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

問

問

問

問

問

問

公
金
横
領
事
件
に
つ
い
て

境田　公明 議員
ふるさとバス事業の政策の転換はできないか

関係機関等で検討したい町
長
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当
該
地
は
、
急

傾
斜
地
で
湧
水
も

あ
り
山
林
崩
壊
が
予
想
さ
れ
る

こ
と
か
ら
、
災
害
対
策
及
び
管

理
上
、
何
か
対
策
を
考
え
る
が

ど
う
か
伺
う
。こ

こ
は
、
県
単

治
山
事
業
で
対
策

が
講
じ
ら
れ
て
お
り
ま
す
が
、

水
が
に
じ
み
出
て
い
る
箇
所
も

あ
り
、
今
後
、
関
係
機
関
と
協

議
し
た
い
。

西
側
の
山
林

傾
斜
地
に
つ
い

て
は
、
県
単
治
山
事
業
の
土
留

工
事
が
な
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

現
在
、
水
が
に
じ
み
出
て
い

る
部
分
は
あ
り
ま
す
が
、
今
後

関
係
機
関
と
協
議
し
て
ま
い
り

ま
す
。

高
さ
１
ｍ
程
度

の
擁
壁
で
安
全
と

は
言
え
な
い
が
ど
う
か
伺
う
。

治
山
工
事
の
無

い
場
所
に
つ
い
て

の
危
険
性
は
理
解
出
来
ま
す
。

崖
の
下
に
は
、

鉄
棒
等
の
体
育
授

業
施
設
が
あ
り
、
立
入
禁
止
の

ロ
ー
プ
が
張
ら
れ
て
い
る
危
険

性
の
あ
る
場
所
が
、
決
し
て
安

全
性
の
あ
る
学
校
施
設
と
は
言

え
な
い
が
ど
う
か
伺
う
。

県
単
治
山
事
業

で
対
策
は
講
じ
ら

れ
て
お
り
ま
す
が
大
雨
時
な
ど

現
場
が
危
険
な
状
態
に
な
っ
て

い
な
い
か
学
校
と
連
携
し
な
が

ら
注
視
し
た
い
と
思
い
ま
す
。　
　
　
　
　

学
校
と
し
て

は
、
現
在
傾
斜
地

へ
の
立
ち
入
り
を
禁
止
し
、
児

童
の
安
全
を
確
保
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

今
後
ど
の
よ
う
な
対
策
を
す

べ
き
か
、
検
討
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

同
敷
地
内
の
幸

田
地
区
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
は
、
安
全
で
あ

る
か
ら
避
難
所
と
さ
れ
た
と
思

う
が
、
二
次
災
害
が
起
き
な
い

よ
う
に
、
確
実
に
安
全
性
が
確

保
さ
れ
な
け
れ
ば
、
避
難
す
る

人
た
ち
も
不
安
を
抱
く
が
ど
う

か
伺
う
。

災
害
時
に
避
難

者
の
不
安
を
抱
か

せ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
今
後

も
安
全
性
の
確
保
に
十
分
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。幸

田
地
区
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
の
安
全
性
は
確
保
さ
れ

て
い
る
と
認
識
し
て
お
り
ま
す

今
後
と
も
施
設
管
理
に
は
十

分
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

崩
壊
は
、
崖
の

高
さ
の
２
倍
が
基

準
で
あ
り
、
決
し
て
安
全
と
は

言
え
な
い
。
被
害
を
最
小
限
に

と
ど
め
る
に
は
、
ハ
ー
ド
面
・

ソ
フ
ト
面
の
備
え
と
、
役
場
内

の
横
の
連
携
を
強
化
す
る
こ
と

で
、
総
合
的
被
害
軽
減
対
策
に

繋
が
る
と
思
う
が
ど
う
か
伺
う

縦
割
り
だ
け
で

な
く
、
横
の
情
報

交
換
を
行
う
事
で
災
害
の
軽
減

に
繋
が
る
と
思
わ
れ
る
の
で
、

今
後
、
検
討
し
ま
す
。

一 般 質 問

小川　 忍 議員
幸田小学校校庭西側の山林崩壊対策について

町
長

教
育
長

教
育
長

教
育
長

町
長

町
長

町
長

町
長

問

問

問問

問

湧水箇所もあり，今後関係機
関と協議したい

町
長
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栗
野
小
学
校
の

学
童
ク
ラ
ブ
が
い

き
い
き
セ
ン
タ
ー
に
あ
る
。
非

常
に
道
の
り
が
長
い
た
め
に
交

通
事
故
等
の
可
能
性
が
あ
る
か

ら
学
校
の
敷
地
内
に
は
出
来
な

い
か
伺
う
。

栗
野
学
童
ク
ラ

ブ
に
つ
い
て
は
、

以
前
よ
り
場
所
、
面
積
、
距
離

を
含
め
町
の
空
き
施
設
等
で
活

用
出
来
る
所
は
な
い
か
検
討
し

て
い
ま
す
が
、
適
切
な
施
設
が

な
い
の
が
現
状
で
す
。
今
後
と

も
場
所
の
検
討
を
行
い
な
が
ら

児
童
の
交
通
安
全
に
つ
い
て
は

十
分
指
導
し
、
安
全
な
学
童
ク

ラ
ブ
の
運
営
に
努
め
て
い
き
ま

す
。

栗
野
小
学
校
の

教
室
使
用
状
況
を

み
る
と
、
学
童
ク
ラ
ブ
と
し
て

使
用
で
き
る
教
室
は
無
く
、
校

内
へ
の
設
置
は
難
し
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

な
お
、
現
在
の
学
童
ク
ラ
ブ

栗
野
小
学
校
の

西
側
交
差
点
は
、

学
校
の
駐
車
場
の
ブ
ロ
ッ
ク
が

高
い
た
め
に
確
認
す
る
こ
と
が

困
難
で
あ
り
、
交
通
事
故
の
危

険
性
が
あ
る
が
、
対
策
を
講
じ

る
考
え
は
な
い
か
伺
う
。

横
川
警
察
署
交

通
課
と
現
場
協
議

を
行
い
ま
し
た
が
、
町
道
か
ら

県
道
へ
の
出
口
に
「
止
ま
れ
」

の
標
識
と
道
路
標
示
、
併
せ
て

右
側
か
ら
の
車
両
等
が
確
認
出

来
る
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
も
設
置
す

る
な
ど
対
策
を
講
じ
た
結
果
、

近
年
、
当
交
差
点
に
お
い
て
交

通
事
故
は
発
生
し
て
お
り
ま
せ

ん
。

通
学
路
の
安

全
確
保
に
つ
い

は
学
校
か
ら
１
．
４
Ｋ
ｍ
の
距

離
に
あ
り
ま
す
が
、
子
供
達
の

交
通
安
全
指
導
に
つ
い
て
は
、

今
後
と
も
指
導
の
徹
底
を
図
っ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

て
は
、
「
町
通
学
路
安
全
推
進

会
議
」
を
毎
年
開
催
し
、
各

小
・
中
学
校
を
会
場
に
し
て
、

通
学
路
の
安
全
点
検
を
行
っ
て

お
り
ま
す
。

ご
指
摘
の
交
差
点
に
つ
い
て

は
、
児
童
に
対
す
る
登
下
校
時

の
交
通
安
全
指
導
を
徹
底
す
る

よ
う
に
指
導
し
て
ま
い
り
ま
す

完
成
さ
れ
た
砂

防
ダ
ム
に
土
砂
と

か
倒
木
が
溜
ま
っ
て
い
る
の
で

そ
の
砂
防
ダ
ム
の
目
的
が
損
な

わ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
伺

う
。

砂
防
ダ
ム
に
つ

い
て
は
、
砂
防
法

に
基
づ
き
国
土
交
通
大
臣
が
、

一
定
の
土
地
を
指
定
し
、
そ
の

指
定
地
内
に
鹿
児
島
県
が
砂
防

施
設
と
し
て
整
備
す
る
。
砂
防

ダ
ム
の
目
的
は
、
提
体
の
上
流

側
に
砂
礫
等
堆
積
さ
せ
、
勾
配

の
緩
い
堆
砂
地
を
造
る
こ
と
で

川
底
が
緩
や
か
に
な
り
、
土
石

流
や
流
木
等
が
一
気
に
下
流
ま

で
流
れ
出
す
の
を
防
ぐ
役
割
を

果
た
し
て
い
ま
す
。
管
理
に
つ

い
て
は
、
鹿
児
島
県
が
行
っ
て

お
り
、
定
期
的
に
巡
回
し
な
が

ら
点
検
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

一 般 質 問

成政　 晃 議員
学童クラブについて

町
長

教
育
長

教
育
長

町
長

町
長

問

問

問

町の空き施設等で活用出来る
所はないか検討中

町
長

交
通
安
全
に
つ
い
て

現
在
交
通
事
故
は
発
生
し
て
い
な
い

砂
防
ダ
ム
に
つ
い
て

適
正
な
状
態
で
あ
る
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一 般 質 問

本
町
の
基
幹
産

業
で
あ
る
農
業
・

林
業
は
、
人
口
減
な
ど
多
く
の

課
題
が
あ
る
中
で
農
村
農
地
の

維
持
発
展
が
大
き
く
危
惧
さ
れ

る
所
で
あ
る
が
町
長
と
し
て
こ

の
現
状
を
ど
う
考
え
て
い
る
の

か
伺
う
。

本
町
の
基
幹
産

業
で
あ
る
農
業
・

林
業
は
問
題
点
も
山
積
し
て
い

る
の
が
実
情
で
す
。
国
の
政
策

に
大
き
く
左
右
さ
れ
ま
す
。
農

地
の
保
全
、
利
活
用
作
物
別
の

営
農
推
進
、
担
い
手
や
後
継
者

等
の
人
づ
く
り
施
設
設
備
の
導

入
や
継
承
対
策
、
地
産
地
消
の

奨
励
及
び
販
売
体
制
の
強
化
、

６
次
産
業
化
や
グ
リ
ー
ン
ツ
ー

リ
ズ
ム
な
ど
総
合
的
に
推
進
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

現
在
の
稲
作
農

家
は
小
規
模
農
家

が
多
く
、
労
力
的
、
身
体
的
に

も
個
人
で
は
限
界
が
あ
る
と
考

え
ま
す
。
と
り
わ
け
山
間
部
に

お
い
て
は
鳥
獣
の
被
害
や
小
区

画
農
地
湿
田
な
ど
多
く
の
課
題

を
抱
え
て
お
り
ま
す
。
そ
う
い

う
農
地
は
野
菜
な
ど
に
転
換
で

き
る
よ
う
な
農
地
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
そ
こ
で
町
長
に
伺
う
が

そ
う
い
う
農
地
を
再
度
集
約
基

盤
整
備
を
し
直
し
大
区
画
化
、

畑
地
化
を
推
進
す
る
つ
も
り
は

な
い
か
伺
う
。現

在
の
湧
水
町

の
現
状
は
高
齢
化

に
よ
る
離
農
が
課
題
に
な
っ
て

い
ま
す
。
ど
の
よ
う
な
対
策
を

取
っ
て
い
け
ば
い
い
の
か
今
後

農
業
者
の
代
表
、
団
体
の
み
な

さ
ん
の
意
見
要
望
を
集
約
し
な

が
ら
国
の
施
策
等
を
活
用
し
な

が
ら
方
向
性
を
考
え
て
い
き
た

い
と
考
え
ま
す
。

農
地
中
間
管
理

機
構
の
制
度
が
始

ま
り
農
業
委
員
会
の
組
織
の

変
更
も
あ
り
農
地
の
取
り
ま
と

め
な
ど
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
そ

の
成
果
は
ど
う
で
あ
る
の
か
伺

う
。

農
地
の
集
約
経

営
転
換
離
農
に
よ

り
農
地
を
出
す
取
り
ま
と
め

を
行
っ
て
い
る
段
階
で
あ
り
ま

す
。
今
後
は
中
山
間
事
業
な
ど

を
利
用
し
た
整
備
事
業
、
畑
地

化
を
行
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る

と
考
え
ま
す
。集

落
営
農
の
育

成
が
喫
緊
の
課
題

で
あ
る
が
、
そ
こ
で
町
長
の
所

信
表
明
の
中
に
あ
り
ま
す
専
門

指
導
員
を
集
落
営
農
に
特
化
し

た
指
導
員
を
配
置
し
て
ほ
し
い

と
考
え
る
が
町
長
の
考
え
を
伺

う
。

集
落
営
農
、
法

人
化
は
重
要
な
事

で
あ
る
。

営
農
専
門
指
導
員
に
つ
い
て

は
、
県
な
ど
に
打
診
し
て
い
る

所
で
あ
り
今
後
提
案
し
て
参
り

た
い
と
思
い
ま
す
。

橋元　義嗣 議員
農業発展について

町
長

町
長

町
長

町
長

問問

問問

総合的に推進する必要があり
ます

町
長
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一 般 質 問

商
工
業
・
観
光

産
業
の
振
興
の
た

め
任
期
中
に
プ
レ
ミ
ア
ム
商

品
券
の
発
行
を
検
討
し
た
い
と

の
事
で
あ
る
が
発
行
に
対
し
て

ど
の
よ
う
な
考
え
で
あ
る
か
伺

う
。

平
成
27
年
度
の

地
方
創
生
で
実
施

し
た
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
発
行

事
業
に
お
い
て
商
工
業
者
等
の

様
々
な
分
野
に
お
い
て
使
用
実

績
が
あ
り
、
地
域
産
業
の
活
性

化
が
図
ら
れ
た
。
実
施
に
つ
い

て
は
プ
レ
ミ
ア
ム
分
の
財
源
を

確
保
す
る
必
要
が
あ
る
。
国
、

県
の
支
援
策
等
を
注
視
し
た

い
。

前
回
の
発
行
で

買
い
た
く
て
も
買

え
な
か
っ
た
人
が
い
た
。
不
正

な
買
占
め
が
あ
っ
た
と
す
れ
ば

公
平
性
に
欠
け
る
。
高
齢
者
や

一
人
親
世
帯
の
事
も
考
え
る
べ

き
だ
っ
た
と
思
う
が
、
ど
の
よ

う
に
感
じ
ら
れ
た
か
伺
う
。

公
平
性
に
欠
け

る
部
分
は
反
省
を

し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
高
齢
者

や
共
働
き
の
方
々
が
買
い
に
く

か
っ
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
今
後

や
る
と
な
れ
ば
十
分
に
配
慮
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
財
源
の

関
係
も
あ
る
の
で
精
査
し
た
中

で
や
っ
て
い
き
た
い
。

プ
レ
ミ
ア
ム
商

品
券
で
町
が
活
性

化
す
る
事
は
良
い
こ
と
だ
と
思

う
が
批
判
は
出
な
い
よ
う
に
、

子
育
て
支
援
や
低
所
得
者
が
優

先
し
て
買
え
る
様
な
方
法
も
十

分
に
考
え
て
実
施
す
べ
き
と
思

う
が
、
考
え
を
伺
う
。

ス
ク
ラ
ッ
プ
ア

ン
ド
ビ
ル
ド
を
や

り
な
が
ら
、
な
る
べ
く
早
く
や

り
た
い
と
思
っ
て
い
る
。
子
育

て
支
援
の
中
で
進
学
進
級
に
負

担
が
掛
か
っ
て
い
る
。
考
え
方

を
ま
と
め
た
う
え
で
ご
提
案
申

し
上
げ
た
い
。公

正
な
職
務
の

遂
行
。
町
民
に
信

頼
さ
れ
る
町
政
の
確
立
の
た
め

様
々
な
法
律
、
規
則
モ
ラ
ル
を

守
り
行
政
活
動
を
行
う
た
め
コ

ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
委
員
会
を
設

置
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な

い
か
、
考
え
を
伺
う
。

職
員
一
人
ひ
と

り
が
コ
ン
プ
ラ
イ

ア
ン
ス
を
意
識
し
責
任
あ
る

行
動
を
と
る
よ
う
訓
示
し
て
い

る
。
町
独
自
の
研
修
等
も
実
施

し
て
い
る
。
不
祥
事
を
発
生
さ

せ
な
い
た
め
職
員
不
祥
事
防
止

対
策
を
策
定
し
た
。
信
頼
さ
れ

る
町
政
を
確
立
す
る
た
め
コ
ン

プ
ラ
イ
ア
ン
ス
委
員
会
の
設
置

に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。

不
適
切
な
行
動

が
あ
れ
ば
信
頼
を

失
う
。
こ
れ
は
企
業
も
行
政
も

同
じ
で
あ
る
。
信
頼
を
回
復
す

る
た
め
に
は
時
間
も
か
か
る
。

今
ま
で
不
祥
事
の
た
び
に
町
長

等
の
給
与
カ
ッ
ト
が
実
施
さ
れ

た
が
防
止
対
策
に
な
っ
て
い
な

い
の
で
は
な
い
か
。
コ
ン
プ
ラ

イ
ア
ン
ス
行
動
基
準
の
策
定
が

必
要
と
思
う
が
、考
え
を
伺
う
。

コ
ン
プ
ラ
イ
ア

ン
ス
は
公
務
員
、

民
間
人
も
人
と
し
て
の
基
本
だ

と
思
っ
て
い
る
。
必
要
性
に
つ

い
て
協
議
し
て
ま
い
り
た
い
。

町
長
等
の
給
与
カ
ッ
ト
で
済
む

問
題
で
は
な
い
と
十
分
わ
か
っ

て
い
る
。

本
町
を
良
い
も

の
に
創
っ
て
い
く

た
め
に
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
委

員
会
の
必
要
性
が
あ
る
。
色
ん

な
意
見
を
集
約
し
な
が
ら
作
っ

て
行
く
べ
き
と
思
う
が
考
え
を

伺
う
。

住
み
や
す
い
明

る
い
ま
ち
づ
く
り

に
先
頭
を
き
る
の
が
行
政
だ
と

思
う
。
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
を

守
り
、
そ
れ

を
積
み
重
ね

て
行
政
と
町

民
の
距
離
を

縮
め
て
い
く

た
め
に
も
大

事
な
こ
と
で

あ
る
。

植林　伸洋 議員
より良いプレミアム商品券事業を

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

問

問

問

問

問

問

不公平感がないように精査し
実施したい

町
長

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
委

員
会
の
設
置
に
つ
い
て

検
討
し
た
い
。

町
長
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秋
色
さ
ら
に
濃
く
な

り
、
そ
ろ
そ
ろ
コ
タ
ツ
の

恋
し
い
季
節
と
な
り
ま
し

た
。町
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

益
々
ご
健
勝
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上

げ
ま
す
。

　
さ
て
、
第
３
回
定
例
会
を
終
え
、
議

会
だ
よ
り
を
作
成
い
た
し
ま
し
た
。
作

成
に
当
た
っ
て
は
、
議
員
、
一
人
一
人

が
、
住
民
の
代
表
と
し
て
、
議
会
の
様

子
を
、分
か
り
易
く
お
届
け
し
た
い
と
、

編
集
委
員
会
で
協
議
・
検
討
を
重
ね
、

第
52
号
の
発
行
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
後
も
開
か
れ
た
議
会
と
し
て
、
議

会
だ
よ
り
を
お
届
け
い
た
し
ま
す
の

で
、
ご
意
見
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

（
宗
　
照
夫
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傍聴にお越しください。

次の定例会は11月下旬です。

般若寺の名称は昔地区の山側にあり明
治の廃仏毀釈まで約１千年の歴史を有し
南九州一の山寺として栄えた真言宗「日
向山九品院般若寺」からきています。　
今では線路わきの御手洗池や石垣跡がわ

ずかに往時を偲ばせてくれています。　
さて、般若寺地区は吉松地域の北端（宮崎県との県境）の川内川西

側にあり大きくは般若寺集落と
山下集落に分かれています。地
区の世帯数は約１４０世帯で規
模の小さい地区です。美味しい米と良質な温泉の賜物か元気な高齢者
が多く高齢化率が湧水町一です。「美味しいお米」に加え日枝神社門
前から見る「霧島連山の眺望」と日枝神社に鎮座している「衣冠束帯
の田の神様」が地区の三自慢です。日枝神社の年４回のお祭りや地区
全体での敬老会・ふれあいスポーツ大会が地区民の融和を図る年中行
事となっています。（中村和博）

般若寺地区

議  会  の  動  き
月 日 曜日 議会の動き

７　
　
　
　
　

月

4 火 ・高原フェスタ実行委員会　
・正副議長研修会

5 水 ・川内川改修促進期成会要望
10 月 ・新元議員研修会
12 水 ・広報編集委員会
18 火 ・公立高等学校生徒募集定員策定等に係る地区説明会

19 水 ・川内川上流河川改修期成同盟会中央要望
・夏祭り関係者会議

20 木 ・九州治水期成同盟連合会要望会
・えびの駐屯地存続期成同盟会熊本要望会

21 金 ・誘致企業訪問
・広報編集委員会

26 水 ・町みどり推進協議会総会
・広報編集委員会

31 月 ・広報編集委員会

８　
　
　

月

1 火 ・徳島県石井町特別委員会行政視察研修（冠水被害対策関係）
2 水 ・えびの駐屯地中央要望会（※３日まで）

3 木 ・広報編集委員会
・市町村政研修会

8 火 ・国民体育大会県実行委員会第１回総会
10 木 ・不要財産調査会
22 火 ・議会運営委員会

23 水 ・議員全員協議会
・議会広報研修会

25 金 ・長島町・さつま町・湧水町議会議員合同研修会
28 月 ・姶良・伊佐地区介護保険組合議会定例会

月 日 曜日 議会の動き

８
月

30 水 ・町秋まつり第 1 回実行委員会

31 木 ・伊佐北姶良環境管理組合議会全員協議会
・伊佐北姶良環境管理組合議会定例会

９　
　
　
　
　

月

2 土 ・福岡湧水会総会

4 月 ・議会運営委員会
・轟地区かわまちづくり推進協議会

5 火 ・議員全員協議会

6 水 ・第３回定例会本会議
・決算審査特別委員会

7 木 ・総務常任委員会
・経済常任委員会

9 土 ・全国和牛能力共進会（※１１日まで）
12 火 ・第３回定例会本会議（一般質問）

13 水 ・第３回定例会本会議（一般質問）
・議員全員協議会（教育委員会事務事業評価）

14 木 ・議員研修会
15 金 ・障害福祉計画策定委員会
19 火 ・決算特別委員会
20 水 ・決算特別委員会
21 木 ・農業農村推進協議会（再生協議会）

22 金 ・第３回定例会本会議
・議員全員協議

24 日 ・関東鹿児島県人連合会「ふるさと交流の旅」交流会　
25 月 ・決算特別委員会
26 火 ・決算特別委員会
29 金 ・決算特別委員会（現地調査）
30 土

お
詫
び
と
訂
正

　
前
回
の
議
会
だ
よ
り
第
51
号
10
ペ
ー
ジ
、
成
政
晃
議
員
の

一
般
質
問
の
中
で
、
実
際
の
教
育
長
答
弁
は
、「
な
か
な
か
小

中
学
校
防
犯
カ
メ
ラ
ま
で
設
置
し
て
い
る
と
こ
ろ
は
無
い
と

言
う
こ
と
で
有
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
ご
提
言
頂
き
ま
し
た
の

で
今
後
協
議
し
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。」
で
あ
っ
た
に
も

か
か
わ
ら
ず
、「
小
中
学
校
に
用
意
し
た
い
と
思
い
ま
す
。」と
、

実
際
の
教
育
長
の
答
弁
と
異
な
る
文
章
を
掲
載
し
た
こ
と
で
、

町
民
の
皆
様
に
誤
っ
た
情
報
を
発
信
し
て
、
多
大
な
ご
迷
惑

を
お
掛
け
致
し
ま
し
た
。
訂
正
し
て
お
詫
び
し
ま
す
。

地域だより


